令和８年度　第１回　松本市社会福祉審議会　会議録

	日　時
	令和８年１０月１９日（月）　午後１時３０分～午後２時５０分

	会　場
	東庁舎３階　議員協議会室

	出席者
	委員２０名（欠席者３名）　

	次　第
	１　開会
２　あいさつ
３　議事
⑴　答申事項
ア　第５次松本市障がい者計画等の策定について
イ　第１０期介護保険事業計画・高齢者福祉計画の策定について
４　その他
５　閉会


	あいさつ
	２　あいさつ
　　小林委員長


	議　事
	３　議事
⑴　答申事項
ア　第５次松本市障がい者計画等の策定について

≪委員長≫
　令和７年１１月１０日に諮問され、障害者福祉専門分科会に検討を付託した「第５次松本市障害者計画等の策定について」、担当課から概要説明をお願いいたします。

≪事務局≫
説明

≪委員長≫
　次に、障害者福祉専門分科会から報告をお願いいたします。

≪障害者福祉専門分科会会長≫
　説明

≪委員長≫
　それでは、ただ今の報告について、ご意見、ご質問等ありますでしょうか。

≪三村委員≫
　方向性として素晴らしいと感じている。分科会長から説明があったように「選択」や「意思決定の尊重」という部分は国際的な権利条約等から見ると必要な部分。自身が重度の身体障害の方々のグループホーム開設に関わってきた経験から、提供される資源が潤沢でないと選択も意思決定もできないと感じているため、今後見学や体験も含め前向きな活動をお願いしたい。

≪委員長≫
　こちらはご意見ということでよろしいか。

≪三村委員≫
　そのとおり。

≪委員長≫
　他何かありますでしょうか。

≪北沢委員≫
　資料の７ページ目の「障害者の暮らしの支援」の課題に、「障害者理解の促進のための啓発活動」とある。先日の障害者福祉専門分科会の資料中に、「ヘルプマークやヘルプカードを活用して、合理的配慮に続いて市民・事業者への理解促進を図ります」という文言があったが、啓発が大きな課題となっていると感じる。
　同じく資料の７ページ目の課題「学校から就労への移行支援」について、難病患者は身体障害者手帳を持っていない場合も多く、就労の際には困難な場面が多い。病気があっても働けるよう、難病患者も同様に就労支援を受けられるよう、強調していくべきと考える。
　また、障がいを持つ方や難病患者の移動支援の整備が急務であると考える。

≪事務局≫
　ヘルプマーク、ヘルプカードについては、計画の中にも記載して活動の中で取り組んでいきたい。
　難病患者の方に対する支援については、障がい福祉課の窓口で相談ができるため、委員からも障がい福祉課の窓口を紹介いただければと思う。
　また、移動支援については市の規程に基づきタクシー券の助成を行っている。制度の詳細や申請方法については、障がい福祉課の窓口へご相談いただきたい。

≪海野委員≫
　今回の基本理念（案）として、「一人ひとりの思いと選択が尊重されるインクルーシブなまち　まつもと」とある。先ほど分科会長からの説明でも「支援」という言葉は使わないとの説明があったが、第５次松本市障がい者計画はより個人にスポットが当たった表現を用いていると感じる。「インクルーシブ」となると、さらに社会的な問題も含まれると思うが、障がい当事者が感じている社会参加を妨げる社会的な障壁の存在や、その障壁をどうしていくかを考える視点も必要であると考える。

≪事務局≫
　これまでも障がい当事者の意見をたびたび確認している。今後もさらに障がい当事者やそれを支える方、例えば知的障害等を持つお子さんの保護者からなる団体など、様々なところからの意見をいただきながら、計画に反映させていきたいと考えている。

≪海野委員≫
　困っているから支援する形だけではなく、なぜできないのか、実現を妨げているものは何か、といった視点でも取り組んでいただければと思う。

≪委員長≫
　こちらは要望として承りたいと思います。
　他、よろしいですか。
　それでは、いただいた意見等を踏まえ、あらためて市長へ答申することといたします。

イ　第１０期介護保険事業計画・高齢者福祉計画の策定について

≪委員長≫
　次に、同じく令和７年１１月１０日に諮問され、高齢者福祉専門分科会に検討を付託した「第１０期介護保険事業計画・高齢者福祉計画の策定について」、担当課から概要説明をお願いいたします。

≪事務局≫
説明

≪委員長≫
　次に、高齢者福祉専門分科会から報告をお願いいたします。

≪高齢者福祉専門分科会会長≫
　説明

≪委員長≫
　それでは、ただ今の報告について、ご意見、ご質問等ありますでしょうか。

≪海野委員≫
　計画の表紙の部分のイラストについて、もう少し松本らしさを出してほしい。
　また、高齢者が安心していきいきと暮らせることと同時に、次の世代に繋いでいく視点があるとより良い計画になるのではと感じる。
　介護人材については、自身も保育の現場で保育士不足という課題に直面している。人と関わる職業を選択するには、子どものうちから人と人との関わりを大事にしていくことが重要であり、そうした視点の施策を進めていただきたいと考えている。
　意見としてお願いしたい。

≪北沢委員≫
　認知症になったときにどこに相談したら良いか分からないという方が非常に多いと感じている。相談場所は包括支援センターで良いのか。
　また、介護に関する福祉施設を必要としている方は多くいるが、人材不足や施設の整備が問題になっていると聞いている。一方で、施設はあるものの何らかの理由で閉めてしまっている施設もある。
　今回の計画で「誰もが住み慣れた地域で」という文言があるが、松本市は住み慣れた場所に施設が適切に配置されているのか。

≪事務局≫
　認知症の相談場所については、北沢委員ご指摘のとおりお近くの地域包括支援センターへお願いしたい。地域包括支援センターでは初期相談を受け、その後適切な場所へ繋げていく。
　施設については、施設整備計画を立てて公募をしているが、人材不足や昨今の物価高騰による建築資材高騰などの理由により、法人からも手が挙がらないのが実情。新規建築よりは、今後迎える２０４０年を見据え、既存の施設をいかに有効利用していくかが重要と考える。
　その中で、松本市内の生活圏域にまんべんなく施設がある状況を目指していきたい。

≪委員長≫
　他、よろしいですか。
　それでは、いただいた意見等を踏まえ、あらためて市長へ答申することといたします。
ありがとうございました。


	その他
	４　その他

【ご意見等】
なし
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